
「富田林版SDGs取組方針」の策定
主催：富田林市

5.取組の詳細
基本的方向１ ＳＤＧｓの理念の理解促進
①富田林版取組方針の策定・公表
ＳＤＧｓの推進に向けた本市独自の取組方針を定め公表することで、理念の普及やステークホルダー
間の意識共有につなげます。

②ＳＤＧｓの理念の普及・啓発
市職員や市民の一人ひとりが、ＳＤＧｓの理念を理解し、その普及や実現に貢献できるよう、学ぶ場
の開催等に取り組みます。

基本的方向２ 市政におけるＳＤＧｓ要素の反映
①総合ビジョン・総合基本計画とＳＤＧｓの関係整理
総合基本計画の各施策とＳＤＧｓの要素を紐づけることで、ＳＤＧｓの実現にも寄与しながら、市
の施策を着実に進める仕組みとします。

②各課におけるＳＤＧｓ要素の反映
各課が策定する個別計画等に、ＳＤＧｓの要素を組み込むことで、各業務を通じた全庁的な推進に
つなげます。また、市民向け広告物等へのＳＤＧｓロゴの記載など、庁内の共通ルールを定め、市民
等への理念の普及や関心を高めます。
基本的方向３ ＳＤＧｓを介した様々な連携の創出
①ＳＤＧｓを共通言語とした公民連携の推進
市政やまちづくりの各分野において、本取組方針を広く周知・共有することで、市民・企業・団体等、
様々なステークホルダーとの連携を図り、地域課題等の解決に向けた取組につなげます。

②ＳＤＧｓを共通言語としたステークホルダー間の連携促進
様々なステークホルダー間の交流や連携を促進し、新たなイノベーションや課題解決に向けた取組の創
出につなげます。

6.取組の活動予定・スケジュール
取組方針に基づき、総合ビジョンに係る第2期実施計画における各施策に
SDGsの17のゴールを掲載し公表することや、SDGs企業セミナーの開催、とんだ
ばやしプラスチックごみゼロ宣言、職員のエコ通勤チャレンジ、各課窓口への掲示
物の設置、SDGｓの周知・啓発を行うための統一した庁内共通ルールの作成、
有識者による職員研修などを実施（10月10日開催予定）している。

7.関連するゴール

関連URL https://www.city.tondabayashi.lg.jp/soshiki/4/30351.html

8.取組イメージ

１.取組タイプ
Ⅰ 会議体
Ⅱ 登録・認証制度
Ⅲ 拠点の設置
Ⅳ 協定締結

〇 Ⅴ その他

2.取組目的・
概要

本市独自の取組方針を庁内外に発信・共有し、市域全体でＳＤＧｓの理念等に関する関心を高めていくことで、
市民や団体、民間企業等、多様なステークホルダーとの連携・協働によるまちづくりのさらなる推進につなげる。

3.活動開始
時期 令和元年7月12日策定 4.取組規模

（会員数）

令和元年度「SDGs地域レベルの官民連携見える化調査」

https://www.city.tondabayashi.lg.jp/soshiki/4/30351.html
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